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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、当第３四半期会計期間における業績の動向等を踏まえ、2020年２月12日に公表しました2020年６

月期通期（2019年７月１日～2020年６月30日）の業績予想を下記のとおり修正することといたしましたの

で、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

  

１．2020年６月期通期業績予想の修正（2019年７月１日～2020年６月30日） (金額単位：百万円) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 18,525 △ 1,018 △ 1,103 △ 2,166 
△478円27銭

※ 

今回修正予想（Ｂ） 21,736 533 399 △ 438 △96円71銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,211 1,551 1,502 1,728 ― 

増 減 率（％） 17.3 ― ― ― ― 

(ご参考)前期実績 

(2019年６月期) 
18,939 △ 1,532 △ 1,516 △ 2,919 △694円42銭 

※今回修正予想（Ｂ）に合わせ、2020年５月29日に行った第三者割当増資後の株式数を反映しております。 

 

２．業績予想修正の理由 

  

2020年２月12日付「特別損失（減損損失）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」をいたしま

したとおり、第２四半期累計期間の業績動向等を勘案し、下期の売上計画を見直しいたしましたが、そ

の後、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、手作りマスクの需要が増加するなど、マスク関連商

材及びミシンの売上が大幅に増加いたしました。一方で、2020年４月16日の緊急事態宣言を受け、全国

の店舗において休業及び時短営業を行ったため、営業時間数が大幅に減少いたしました。そのため売上

増加による増収と営業時間数減少による減収の影響を考慮し、業績を予想することが難しい状況に至り

ました。 

しかしながら、2020年５月25日に緊急事態宣言が全国で解除されたことに伴い、これらの変動要因が

安定化してきたため、通期業績予想を上記のとおり増収に修正いたします。 

（注）上記の予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 
 

以 上  


